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資 料

女子 大学生 とそ の 母親 の相互独立 ・ 相互協調的 自己観

一 質問紙法 に よ る形成要因 と葛藤状況 の 比較検討

木 　内　亜 　紐

INDEPENDENT 　AND 　INTERDEPENDENT 　CONSTRUAL 　OF 　THE 　SELF ，

　　THEIR 　CORRELATES ，　AND 　CONFLICTS 　IN　FEMALE 　COLLEGE

　　　　　　　　　　STUDENTS 　AND 　THEIR 　MOTHERS

Aki 　KIUC 田

　　The　purpose 　of　the　present 　study 　was 　to　investigate　the　independerlt　and 　interde−

pendent　constnlal 　of　the　self，　their　correlates 　and 　conflicts 　in　female　co11ege 　students

and 　their　mothers ．　 Female 　college 　students 　and 　their　mothers （99　pa星rs）responded 　to

aquestionnaire ．　As　for　the　affected 　factors，　the　results 　suggested 　that　the　students

were 　infiuenced　by
‘
past　school 　life’

，
　 by　contrast 　with 　the　mQthers 　influenced　by

‘famlly’．　 On　conflicts 　for　the　demand　from　the　situation ，　in　both　the　students 　and 　the

mothers ，　it　was 　found　that　subjects ，　giving 　priority　to　interdependent　constnla 至of 　the

self，　tended 　to　feel　conflicts 　when 　the　situation 　demanded　them 　to　ac 巨 ndependently ；

on 　the　other 　hand ，　subjects 　who 　gave　priority　to　independent　censtrual 　of　the　self ，

tended　to　fee】 conflicts 　when 　the　situation 　demanded　them 　tQ　act 　interdependently．

The 　imp 】ication　of 　these　results 　were 　discussed　in　terms 　of　generation ．

　　Key 　words ：independency 　and 　interdependency
，
　construal 　of　the　self，　correlates ，

COnfiicts ，　generation．

　こ こ数年に お い て ， 「自己」の 視 点 か ら，文化差 を検

討 す る理論が 注目さ れ て き て い る 。

　木内 （1995） は ，
Markus ＆ Kjtayama （199D に ょ っ

て提出さ れ た ，「相互独立 的自己観（independent　c ・ nstrua1

・f　the　self ）」 と 「相 互 協調 的自己 観 （interdependent 　c・ n −

strual 。f　the　self ）」 とい う 2 っ の 概 念区分 に 基 づ い て ，

個人差 に 焦点をあて た仮説的モ デ ル を提出 し ， 独 立 ・

相互依存的 自己理 解尺度 （SII）2 を開発 し て い る 。

　相互独立的自己 観 とは ， 自己 を他 か ら切 り離された

もの で あ り，
そ し て か つ ， 自己 の 中の誇 る べ き属性 を

見出し， 表現 して い く主体 と見 る こ と で ある 。 こ うし

た 自己観 は，欧米 の文化 に お い て 典 型的 で ある と 言わ

School　 of 　Education ，

れ る 。

一
方 ， 相互協調的 自己観 と は，自己 を他の 人 々

と根本的 に 結び つ い て い る と 理解す る こ とで あ り，そ

J
東京大 学教 育 学研 究科 （Gradua1e

　UniΨersity　of 　Tokyo ）

2Markus

＆ Kitayama 〔1991 ）に よ っ て 提出さ れ た 2 つ の 概念

　区分
’independent　construal （view ） of　the　 selP

‘interdepen・

　dent　construal （view ）of 　the　se ］fに っ い て 筆者 は，こ れ ま で

　 「独 立 ・相 互 依 存的 自己理 解 」 とい う訳 語 を用 い て き た。しか

　 しなが ら，北 山・唐 澤 （1995 ）が 指摘 し て い る よ う に ，「相 互 独

　立的 jと し た 方 が ， 単 に 「独 立的 1 とす るよ り も，「人 が まわ り

　か ら切 り離 さ れ た 存 在 」 と い う意味を 表現 す る に は ふ さ わ し

　 く ， また ， 「依存 」と い う言 葉 は普 通 ， 日本語 で は 主体 性 の 逆 の

　意味 で 用 い られ る こ とが 多 い こ と も あ D，「他者の 存在 を 肯 定

　 的 に 自己 の 中 に 取 り人 れ る こ と に よ り主 体性 を獲 得 す る ］ と

　い っ た意 味 の 訳語 に は，「相 互 協調」の 方が 「相互 依存」よ り も

　適切 で あ る と い う見解 に
， 筆 者 も賛 同 す る こ と か ら．北 山 らの

　訳語 「相 互 独 立 的 自己 観 ・相 互 協調 的 自己 観」 に 修 正 す る こ と

　 に し た。な お，本論 文 に お い て は，す べ て こ の 訳 語 を
一

貫 し て

　 用 い る こ とに した。
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して か つ 特定の 他者 との協調的で もち つ もた れ つ の関

係を維 持 し， 実 現 さ せ て い く主体 と 見 る こ とで あ る 。

こ う し た 自己観 は，日本 を含む東洋の 文化 の 前提 に

な っ て い る とい う 〔北 山，1995 ；Kitayama ＆ Markus ，1994 ；

Markus ＆ Kitayarna，19911等 ）。

　 木内（1995）は ， 「相互独立 的自己観 と相互 協調的 自己

観 と い う 2 つ の 側 面 が 個 人 の 中に両方形成 され，それ

ら の 2 つ の 自己観 の相対的な優位性が 社会的行動 の 個

人差 を生 じ させ る 」 と す る仮説的モ デル を提出した。

SII は，そ う した モ デ ル に 基 づ い た個人差 を測定 す る

一次元 の 尺度 で あ る 。 木内（1996）は，SIIの 平均得点か

ら ， 欧米在住経験 の あ る 大学生 は相互独立 的自己観が

最 も優 勢 で あ り， 音楽大学 の 学生が 次 に 続 き ，

一
般 の

大学生 が相互 協調 的 自己観が 最 も優勢で あ る こ とを確

認 して い る 。
こ うした 結果 よ り，他者 と切 り離さ れ た

自己 の属性を実現 さ せ る こ と が 価値あ る こ と と され る

欧米 の 文 化や ， 目本 で あ っ て も芸術を専 門 とす る大学

な どの 文化の 影響を受けた人 は ， 相互独立的 自己観 を

優先さ せ やす く，

一
方 ， 椙互協調的な対人関係 の維持

を大切 に す る
一
般 的な 日本文化 の 影響 を受 け た 人 は，

相互協調的自己観 を優先 さ せ や す い こ とが 示 された 。

　 さ ら に
， 木内〔1996）は，SII得点 と性 別 ア イデ ン テ ィ

テ ィ （Bem ，1974 ；岡本，1988，1991）尺度得点と の 間 に 相 関

が 見 られ た こ とを報告 して い る 。 性別 ア イデ ン テ ィ

テ ィ 尺度 は ， 社会文化的に 男性 に と っ て好 ま し い と さ

れ る 心理 的属 性 伯 己 主張性，達 成 志向，等 ） と女性 に とっ

て 好 ましい とされ る心理 的属性 俵 出性，対人 考慮 の 深 さ，

等） を 測 定す る も の で ある （岡本，1988，1991 ）。 相互独立

的自己観が 優 勢な もの は，男性性が か な り高 く， 相互

協 調的 自己 観が 優 勢 な もの は ， 女性性が 若干高 い と い

う傾向が 見 られ た こ と に よ り ， 相互独立 ・相互協 調的

自己観が ， 社会 ・文化的適応 と 関連 す る こ と が 示 唆 さ

れ た 。

　高田 （1993．）は ， 社会的比較を通 じた 自己概念形成が

促進 さ れ る要因 と し て
， 文化的要因を指摘 して い る。

高田 （1993〕は ， 日本人 と ア メ リ カ 人 の大学 生 の 比 較よ

り，社会 的比 較は相互 協調 的な 日本文化に顕著で あ り，

ま た ， 日本人 の 中 で も相互協調的自己観が 優 勢 な者に

目立 つ こ とを報 告し て い る 。 高田 ・松本 （1995） は ， こ

う した結果よ り ， 自己概念 を形成す る際に他者 を参照

す る方途を用 い る こ とが ， 相互協調的な 自己 を形成 し

て い く過程 と密接に 関連す る 可能性 を指摘 し て い る 。

　さ ら に，高田 （1994） は相互独立 ・相互協調的 自己観

の発達 的変化 と環境要因 に つ い て検討 し， 相互独立 ・

相互協調的 自己観 の 形成に お け る青年期 の 重要性 と，

相互独立 ・相互協調的自己観が個人 の 生育環境 に お け

る人 間関係 の 影響 （両親 ・教師 ・友人 ）を受け て 形成 され

る 過程を示唆す る結果 を報告し て い る
。

　 また高田 ・松本 （1995） は，日本 文化 に お け る 自己 の

特質に つ い て検討 し，
‘

甘 え
±

（土居．19．　71），
‘
聞人 主義

’
（浜

冂，1982），

‘
日本的自我

’
（南，tg83）等の概念か ら示 唆され

る い わ ゆ る 日本的 自己 は ，
い くつ か の 下 位様態 か ら構

成さ れ，い ず れ の 下位様態 に も明 らか な世代差 （大 学生

と成 人） が 存在す る こ とを見出して い る。

　 本研究で は，先行研究 を踏 ま え ， 木内 （1995，1996）の

相互独立 ・相互協調的 自己観 の 理論的視点か ら， 以下

の 3 つ の 点 を検討 す る こ と を目的 とす る。

　 第 1 の 目的は ， 相互独立 ・相互協調的自己観の社会 ・

文化的な形成 要因 を検討す る こ と で あ る 。 木内 〔1995，
エ996） や高 田 （1993，1994） の 研究 よ り， 相互独立 ・相互

協調的自己観が 文 化的影 響を受 けて 形成 され る こ とが

徐々 に 明 らか に な っ て き た。しか しなが ら ， そ うした

文化的影響の 具体的 で詳細な メ カ ニ ズ ム は，明 らか に

さ れて い ない
。 そ こ で，ど の よ うな具体的な社会 ・文

化的要因が相互独立 ・相互 協調的自己観 の 形成 に 関与

し て い るの か を ， 探索的 に 吟味す る。

　第 2 の 目的 は ， 社会 ・文化 的適応 の問題 と し て，相

互独立 ・相互協調的 自己観の在 り方 と状況か らの 要求

と の 葛藤 を検討 す る こ と で あ る 。 木内 ｛ig95）は，個人

の 中に相互独立的自己観 と相互協調的自己観 と い う 2

側面が存在す る こ とを ， これ ま で の 人格心理学や社会

心理学の 理論か ら位置付 け て い る が ， そ の 2 側面 の 在

り方と社会 ・文化的適応 との関連 に っ い て は ， 実証 的

に 検討 され て い な い
。 相 互 独立的自己観 と相互協調 的

自己観の 2側面 の 優先 の させ方 （相 対 的 な優 位性〉が 個人

に お い て ，あ る程度
一

貫 し た もの で
， そ の 人 を特徴づ

け る もの と捉 えれ ば， そ うした傾向に 反 する こ とを要

求す る社会 ・文化 的 な状況 に お い て ，葛藤や ス トレ ス

を感 じ る こ とが 予想され る。そ こ で ， 本研究で は ， こ

う し た視点か ら，実証的に検討す る 。

　第 3 の 目的 は ， 上記の 2 つ の 点 を ， 女子大学生 と そ

の母親 との 世代間比較 を通 して検討す る こ とで あ る。

女子大学生 と そ の 母親の世代で は，それぞれ異な る時

代 背景 の 中で 人 格 を形成 して きた と想定 さ れ る 。 独

立 ・相互協調的自己観が社会 ・文化的影響 を受 け て 形

成さ れ るな らば ， 世代に よ る違 い が 見 られ る こ と が 考

え られ る 。 近年 ， 国際化，情報化な ど の影響 に よ っ て ，

日本の 文化 も欧米 の 文化の 影響を大 き く受 け て きた と

言 えよう 。 そ うし た視点 に 立 て ぱ ， 伝統的な 日本 の 文

化の 中で 育 っ た怒親 世代 は ， 学生世代 よ りも相互協調

一 66 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

木内 ：女子大学生 と そ の 母親 の相互独 立 ・相 互協 調的 自己 観 185

的自己観が優勢 な こ と が予想 さ れ る 。 そ こ で ， そ うし

た世代差 の検討 を通 して ，社会 ・文化の変化 と独立 ・

相互協調 的 自己観 の関連を模索す る 。

　な お ， 本研究 で は， 女子大学生 と そ の母親を被験者

と し て 選 ん だ が
，

そ の 理 由は 次 の 通 り で あ る 。 Markus

＆ Kitayama （1991） は ， 性 （gender ）に よる重要 な相違

の 多 くが
， 多様 な 自己 観 と関係 し て い る こ と を指摘 し

て い る 。 そ して ， 他者 との 関係 を育成 した り， 維 持 し

た りす る こ と が ，女性 に と っ て 非常に 重要 な こ とで あ

り ， そ れ ら は ， 彼女 ら の 自尊 心や 自己評 価 と関連 が あ

る こ と が 考 え られ る こ と を 述 べ て い る 。 また ， 木内

（1995） の SII得点 に お い て も
， 有意 な 性差 が 見 ら れ

，

女性の 方が 男性 よ りも相互協調的 自己観が優勢 で あ る

こ とが 示 され て い る。そ う し た こ と よ 弘 相互 協調的

な価値観 を重視する と さ れ る 日本文化に お い て ， とり

わ け女性 が 典型 的な相互 協調的 自己観 の特徴 を備え て

い る こ と が想定 さ れ る 。 そう した視点 よ り， 本 研究 で

は，女性 だ け に 焦点を 当て る こ と に した 。

予 備 調 査

　本研究の第 1 の 目的 で ある相互 独立 ・相互協調的 自

己観に お け る ， 社会 ・文化的な形成要因 の 影響 を検討

す る に あた っ て ，ど の よ うな 要因が 形成要因 と な りう

る の か を探索的に調 べ
， こ れ ら可能 な形 成要因 に 関す

る尺度項 目を収集 す る こ と と，第 2 の 目的の 相互独

立 ・相互協調的自己観の在 り方 と状況 か ら の 要 求 との

葛藤 を検討す る に あ た っ て ，ど の ような状況 に お い て

葛藤 を感 じやす い か を調 べ
， 葛藤 に 関す る 尺度項 目を

収集す る た め に予備調査 を行 っ た 。

方　法

　心理学 を専攻 して い る 東京都内の 私立 女子大 学の学

生21入 を対象 に ，Markus ＆ Kitayama （1991 ） お よ び

木内 （1995） の 「相互独立 ・相互協調 的 自己 観 」 の 理論

を解説 し た。次に， lt記の 21人 の学生 に ， 「  自らの体

験 を振 り返 っ て
，

ど の よ うな 要因 が ， 相互 独立 ・相互

協調的 自己観の形成に 関与 して い るか ，   自らの体験

を振 り返 っ て．自分の 中の 相互独立 的自己観 と相互協

調的 自己観 とい う 2側 面 の 在 り方 と状況 か らの 要求 と

の 葛藤 を感 じ た こ とが ある か ， ま た ， どの よ うな状況

で そ うした葛藤 を感 じ た か 。 」に つ い て ， 自由記述で 回

答を求 め た 。

　謂査時期　 1995年10月

結　果

1． 相互独立 ・相互協調的 自己観 の社会 ・文化 的 な形

成 要因 に つ い て

　自由記述 を 分類 す る に あ た っ て は ， 箕浦〔1984 ）に よ っ

て 検討 さ れ た ， 対人 関係領域 に関す るそ の 文化特有の

意味空間 （対 人 関係 の 文 化 的 な ル ール ）の 体 得過程 に 影響 す

る諸要因をあ らか じ め想定 し た 。 そ の 要因 と は ， 箕浦

（1984 ） の 理論的考察 の 中 で 取 0上 げられ た，社会 ・文

化化の行わ れ る場の 条件 に関す る もの で ， 「家庭環境」

「学校環境」「同輩環境」「異文化滞在 に 関す る こ と  

在期間，等）」の 4 要因で ある 。

　自由記 述 の 分類 は，まず，上 記の箕浦 （1984）の カ テ

ゴ リ
ー

を参考に 行わ れ た 。 箕浦 （1984）の研究 は ， 異文

化体験 をした子 どもを対 象 として い るため ， 本研究に

応用 す る に は 修 正 を 必要 と し ， 最終 的 に は，自由記述

の 内容 よ り，以 下 の 4 つ の要因 に分類 さ れ た 。 さ ら に ，

そ れ ぞ れ に つ い て ， 後の 尺度構成の た め の概念定 義を

行 っ た。

　  　家族 の 影 響

　
“
相 互独立 ・相互協調的自己観 を促進 さ せ る ， 両親 を

中心 とする家族 か らの ，しつ けや教育な ど の働 き か け
”

（21人 中 19 人 の 学生 が，「母 親 は．個 性 を発揮す る こ と を 重 視 して

い た 。」 とい っ た 家族 の 影響 の重 要性 を指摘 して い る。）

　  過 去の 学校生活 の 影響

　
“

相 互独立・相互協調的自己観 を促進 さ せ る ， 過去の

学校生活に お ける友人 ， 教 師 ， 校風 な どか ら の 働 きか

け
”
（11人 の 学生 が．「仲 間 との 集団行 動 を求 め られ る こ と が 多

か っ た 。」 と い っ た 過 去の 学校 生活 の 影 響 の 要 因 を指 簡 し て い

る。）

　  現在 所属 して い る集団 嫁 族以 外 ） の影響

　
“
相 互独立 ・相互協調的自己観 を促進 さ せ る ， 家族以

外で 最 も重要 だ と思わ れ る集団 に お け る ， そ の成員お

よび集団 の 質 か らの 働 きか け
”

（12人 の 学生 が，「集 団行 動

よ り も，個 人 行動 を求 め られ る こ とが 多 い 。」と い っ た 集 団 の 影響

の 要因 を指摘 して い る 。）

　  異文化体験の 影響

　
“

欧 米 の 文化 と接す る体 験 （直接体 験，間 接体 験 の 両 方 を

含 む ）
”
（4 人 の 学 生 が，「欧 米 の 人 と交流 す る機 会 が 多 い 。」と い っ

た 異文化体験 の 影響 の 要因 を指 摘 して い る 。他 の 3要 因 と比較 し

て ，異 文化体 験 に つ い て 言及 し た 人 数 は少な い が，箕浦 （1984｝の

カ テ ゴ リ
ー

に準 拠 し、加 える こ と に したσ）

2． 相互独 立 ・相互協 調的 自己観の在 り方 と状況か ら

の要求 と の葛藤に つ い て

　 21人 中16人 の学生が ， 相互独立 ・相互協調的自己観

の在 り方 と状況 か らの 要求 と の葛藤の 存在 を認め て い

た 。 そ して ， そ う し た 葛藤 を感じ る パ ター ン と し て次

の 2 っ に 大別 で きる こ と が 見出され た 。  相互協謂的

自己観が優勢な もの が ， 相互独立 的 自己観 に 基 づ く行
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動 似 後，相 互独 立的行動 と略記 〕 を求め ら れ た時，  相互

独 立的 自己観が 優勢な もの が ，相互協調的自己観に基

づ くと さ れ る行動 似 衝 相 互協 調的行 動 と略記 ） を求 め ら

れ た時。

調 査

　 予備調査の結 果 よ り， 相互独立 ・相互協調的 自己観

に お ける ， 可能 と な る形成要因 と して の 4 要因 と 2 っ

の葛藤状況 の パ タ
ー

ン が見出さ れ た 。 そ こ で，本調査

で は，予備調査 の結果 に 基づ い て ，前述 した 以 下 の 3
つ の検討 を行う 。

　 L　相 互独立 ・相互協調的自己観の 社会 ・文 化的な

形成 要因に つ い て

　 2． 相互独立 ・相互協調的自己観の 在 り方 と状況か

らの 要求 と の葛藤 に つ い て

　 3． 上記 の 2 つ の 点 に お け る世代差 に つ い て

方　法

　 質問紙構成

L 　独 立・相 互依存的自己理解尺度 （SH）；木内 （1995 ）

が 開発 し た ， 計 16項 目 か ら構成さ れ る 尺度で ，回答形

式は
“A に ぴ っ た りとあ て は ま る

”
に 4 点，

“

ど ち らか

と い えば A ”

に 3点，
“
ど ち らか とい えば B”に 2点，

’‘B

に ぴ っ た り と あ て は ま る
”

に 1 点を与 える 4 件 法 で あ

る 。 〔A が 相互 協調 的 自己観 の項 目 で あ り，B が 相互 独立 的 自己

観の 項 目で あ る e っ ま P ，尺 度得点 が 高 けれ ば，相互 協調的自己 観

が優勢 で あ り，低け れ ば，相 互独 立的 自己観が 優勢で あ る 。＞

2 ． 社会 ・文化的 な 形成 要因 に 関す る項 目

　予備調査 に 基 づ い て ， 社会 ・文化的な形成 要因を測

定する尺度項 目を作成 し た 。回答形 式 は い ず れ も，
“
よ

くあて は まる
”
か ら

“

全 くあ て は ま ら な い
”

の 5件 法 で

あり，相互独立 的自己観 に 影響を与え る と想 定さ れ る

項 目 を 反 転項目 と した
。

　  家族 の 影響 に 関 す る項 目 ：前述 した概念定義 に

基 づ い て ， 相互 協調 的 自己観 に 影響 を与え る と想定 さ

れ る 6 項 目 と，相互 独立的自己観に影響を与 え る と想

定 され る 6項 目 の 計 12項目を独自に 作成した 。

　  過去の 学校生 活 の 影響に関す る項 目 ：前述 した

概念定義 に 基 づ い て ， 相互協調的自己観 に 影響 を与え

る と想定 さ れ る 5項目 と，相 互独立的自己観 に 影響 を

与え る と想定 され る 5 項 目の 計10項目を独自 に 作成 し

た。

　  現在所属 して い る集団 嫁 族 以外 〉の 影響 に 関す

る項 目 ：前述 した概 念定義に基づ い て ，相互協 調的自

己観 に 影響 を与え る と想定 され る 4項 目と ， 相互独立

的自己 観に 影 響 を与 え る と想 定さ れ る 4項 目の 計 8 項

目を 独 自に 作成 した 。

　  異文化体験の 影響 に 関 す る項 目 ：前述 した概念

定義 に 基 づ い て ， 欧米文化の 影響 〔相互 独 立的 自己観に 影

響〉 に 関 す る 5 項目を独 自に 作成 した 。

　な お，上記 の 4 つ の新 し く作成 された尺度の 項目 は，

心理学 を専門 ・専攻 とす る複数の 者に よ り，項 目内容

の 適否が 吟味 さ れ ， 適切 と判 断 され た項目で あ る 。

3． 相互独立 ・相互協謌的自己観の在 り方 と状況 か ら

の 要求 と の葛藤 に 関 す る項目 ：予備調 査 の 自由記述 を

参 考 に
．   相互協調的行動 を求め ら れ た時の 葛藤 と 

相互独立的行動 を求 め られ た時 に 葛藤 を感 じる と い う

2 つ の パ タ ー ン を表わ す計 6 項目を独 自に 作成 した

（TABLE ユ＞o

TABLE　1　相互独立 ・相 互協調的自己 観 の 在 り方 と状

　　　　況 か らの 要求 と の葛藤 に関す る項目

1

2

3．

4．

5．

6，

まわ D の 人 と 自分 の 意 見 が違 っ た 時，まわ りに 合 わ せ る事 に

抵 抗 （ス トレ ス ） を麺iじ る。（A）

まわ りの 人 と異 な る意見 を主 張 す る 事 に ，抵抗 （ス ト レ ス ）

を感 じ る。（B＞

集団の 中 で 自分 ら しさ を発揮 す る 事に ，抵 抗 （ス トレ ス ）を

感 じ る。〔B〕

自分 ら し さ を抑 え て，ま わ り の 人 か ら期 待さ れ た 役割 を果 た

す 事 に 抵抗 （ス トレ ス ）を感 じる。 

自分 の 正 直 な 気 持 ち を抑 え て ， ま わ りの 人 に 合 わせ た態度を

と る 事に抵抗 （ス トレ ス ） を感 じ る 。 （心

物 事 を 自分 1人 の 判 断 と責 任 に よっ て 決 め る時に ，抵抗 （ス

トレ ス ） を感 じる。（B〕

注 ：  は，相 互協 調 的行動 を求 め ら れた時 の 葛藤 。

　 （B〕は，相 互独立 的 行動 を求 め ら れ た 時 の 葛藤 a

　調査対象者　東京都内 の 私立 大学の女子 学生99名 。

（平 均年齢 20．7 歳 レ ン ジ は，18 歳〜22歳 ）。上記 の 女 子 学生

の 母親99名。（平 均 年齢 48．8 歳，レ ン ジ は、43歳〜59 歳）。 母

親の 15％が フ ル タイ ム 職業を持 っ て い る。

　調査時期　 1995年 11月

　調査方法　調査は す べ て 個人 的に依頼 し た 。

結　果

1． 相互 独立 ・相互 協調的自己観の 形成要因の分析

（1） 社会 ・文化的な形成 要因の測定尺度 の 検討

　  家族の 影響 作成 し た 12項 目の それ ぞれ と ， 当

該項 目 を除 い た合計得点 との相関 似 下，部分一全体 相関

と す る）を求め た と こ ろ ，

一． 2〜
一．12と い う低 い 埴を示

す項 目が 4 個 あ っ た た め ， こ れ らを除 く 8項 目で 尺度

を構成 した （TABLE 　2＞。そ の 尺度 の CrQnbachの α 係数

は ， ．72で あ っ た 。
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TABLE 　 2　家族の 影響に 関す る項 目 TAIiLE　4　現在所属 して い る集団 の 影響に関す る項目

且

＊ 2．

＊ 3，
＊ 4，

＊ 5、

　 6 ．

＊ 7．

＊8，

こ れ ま で，両親 が 決 め た こ と に 従 わ され る こ と が 多 か っ

た。 

家 族 は
，

こ れ ま で ，家族 そ れ ぞ れ の 自主 性 を 重 視 し て き

た。（B）

母 親 は，個性 を発揮す る こ と を重 視 して い た。（B）

父 親か ら ， 「自分の 恵見 は ， 他の 人 と違 っ て も．は っ き り と

主 張 しな さ い 。」あ るい は，「自分 らし さを発 揮 し な さ い 。」

とい っ た 内容 の しつ け を受 け た こ とが 多か っ た 。 （B〕

両 親 は，これ ま で，私 の 自主性 を優先 して き た。 

母 親か ら ． 「皆 と合わ せ な さ い 。」あ る い は，「目立 つ こ とは

して は い け ない 。」 とい っ た内 容 の し つ け を受 け た こ とが

多 か っ た。 

母 親か ら，「自分 の 意見 は，他の 人 と違 っ て も，は っ きり と

主 張 し な さ い 。」あ る い は．「自分 ら しさを発 揮 しな さ い 。j

と い っ た 内容 の しつ け を受 けた こ とが 多か っ た。〔B冫

父親 は，個 性 を発 揮 す る こ と を重 視 して い た 。 〔B）

注 ：  は相互 協 調 的 自己観 に 影 響 を 与 え る と想定 さ れ る項 目。

　　（B〕は相互 独 立 的 自己 観 に 影 響 を 与え る と想定 さ れ る項 目。

　　＊ は，反転項 目。

＊ 1． 自分 の ま わ りに は，協調 的 な 人 よ D ，個 性 的 な人 が 多 い 。

　 　 （B）

2．協調 性 を 重 ん じ る集 団 で あ る 。 

＊ 3． 自分 の 意 見 を主 張 しや す い 集団 に 属 し て い る。B ）

＊ 4．集 団行 動 よ り も，個 入 行 動 を求 め られ る こ とが 多 い 。 

5． 自分 の ま わ O に は，個 性 的 な 人 よ り，協 調 的 な人 が 多 い 。

　 　  

6，自分 の 意 見 を主張 す る機会 の な い 集 団 に 属 し て い る。 

＊ 7，　 1人，1 人 の 個 性 を重 ん じ る集 団 で ある。 

8．仲 間 と の 集団行動 を 求め られ る こ とが 多 い 。 

注 ：  は 相 互 依 存的 自己 理 解に 影響 を与 え る項 目。

　 　（B）は独 立的 自己理解 に 影 響 を与 える項 目e

　 　 ＊ は，反 転 項 目。

　  　異文化体験 の 影響　部分
・全体相関は ， ．43〜．63

の 範囲 に あ り ， 作成 し た 5項 目す べ て を尺度 に 含め る

こ と に した （TABLE 　5）。 そ の 尺度の Cronbach の α 係数

は ， ．78で あ っ た。

  過去の 学校 生活 の 影 響 部 分 ・全体 相関 は ，

．19〜．53 の 範囲 に あ り， 作成し た 10項 目す べ て を尺度

に含め る こ と に した （TABLE 　3）。 そ の 尺度の Cronbach

の α 係数は，．70で あ っ た 。

TA 肌 E　5　 異文化体験 の 影響 に 関す る 項目

TA 肌 E　3　 過去の 学校生活の 影響 に 関 す る項 目

集団行 動 よ りも，個 人 行 動 を 求 め ら れ る こ と が 多か っ た。

B ）

個 性 を 発 揮す る こ と を重 視す る教 師 が 多か っ た。（B）

仲間 と の 集 団行 動 を求 め られ る こ とが 多か っ た。（母

自分 の 意 見 を 主 張 す る機 会の な い 集 団 に 属 して い た。 

自分 の 意見 を 主 張 しや す い 集 団 に 属 し て い た。 

餡調性を 重視す る教 師が 多か っ た。 

自分 の まわ りに は，協調 的 な人 よ り，個 性 的 な人 が 多か っ

た。（B）

個性 を重 ん じ る 校風 の 学 校 で 過 ご して きた。 

協調 性 を重 ん じる校 風 の 学校 で過 ご し て きた。 

自分 の まわ りに は，個 性的な 人 よ ウ も ， 協調 的 な 人 が 多

か っ た Q （A）

＊ ユ．

＊ 2 ．

＊ 3．

＊ 1．

＊ 2．

3 、

　 4．

＊ 5．

　5．

＊ 7．

＊ 8．

9．

1D．

＊ 4．

＊ 5．

欧米 〔オ セ ア ニ ア を含 む 〕で 生活 し た経 験 が あ る。

欧 米 の 人 と交 流 す る機会 が 多 い 。

欧 米 で，長 く生 活 した 経験 の ある人 と 交流 す る機会 が 多

い
e

欧 米 の 映 画 やテ レ ビ番 組 を観 るこ と が 多 い 。

欧米 の 文 学 を読 む こ とが 多 い 。

注 ： ＊ は，反転 項 目．

（2｝ SH 得点 と各要因 の 尺度得点と の 関連

　  SII得 点 と各 要 因 の 尺度得点 と の 相関係数

　相 互独 立 ・相互協調 的自己 観の 形成要因を検 討す る

た め に ， SII得点 と， 各 要因 の 尺 度得点 と の 相関係数を

学生 と母 親そ れ ぞ れ に つ い て 求め た （TABLE 　6，各尺 度得

点の 平均 と標準偏差に つ い て は，TABLE　9 参 照）。

TABLE 　6　 SII得点 と 4 要因の 尺度得点 との 相 関

注 ：  は 相 互協調 的 自己 観 に 影 響 を与 え る と想 定 され る項 目。

　　  は相 互 独 立 的 自己 観 に 影 響 を与 え る と想 定 され る項 目。

　 　 ＊ は、反 転 項 目。

要 因 学 生 　　母 親

家 族 ．09 ．33嚀 嚀

過 去の 学校 生 活 　．29榊

　 ．19

　  現在所属 し て い る集団 の 影響 部分 ・全体相関

は ， ．30〜．42の 範囲 に あ り，作成 した 8項 目す べ て を尺

度 に 含め る こ と に した 〔TABLE 　 4）。 そ の尺度 の Cron・

bachの α 係 数 は，．67で あ っ た 。

現在 の 集 団 ，15 ．32輔

異 文化体 験 ．2Y 　　　　，26・

8
　 p〈．05　　　

榊

　　p 〈．Ol
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　 そ の結果，学生群 で は
， 過 去 の 学生生活の 影 響と の

問 と， 異文化体験 の 影響 と の間 に，有意な相関 が 見 ら

れ た 。 ま た ， 4 要因 の 中で は ， 家族の 影響 と の相関 よ

り，過 去 の学校生活の 影響 と の相関の 方が 高 い 傾 向（p

く．ID）が示 さ れ た 。

一
方，母親群 で は，家族 の 影響 と の

間，現在所属 して い る集団の 影響 と の 間，お よび異 文

化体験 の 影響 と の 問に ，有意な相 関が 示 さ れ た 。

　  各要因間 の 相関係数の検討

　 4要 因問の 重複度を検討す るため に ，学 生群 と母親

群 そ れ ぞ れ に お け る 各 要因間 の 相関係数 を確 認 した

（TABLE 　7）o

TABLE 　8　 SII得点 を目的変数 とした重 回帰分析 に お

　　　　け る各要因 の 標準偏 回帰係数

要 因 学 生　　母親

家族 ．0023 ＋

過 去の 学校 生活 　．29，，　 ．11

現在 の 集団 ．17　　　．15

異文化 体験 ．20＋　　 ．14

（R2）説明 率 ，16．皀　　 ．2e”

＋
　pく．10　　

＃t

　pく．01

TABLE　7　 4 要因間 の 相関

　　 　 過 去 の 　現在の 　 異 文化
家　族
　　 　 学 校 生活 　 集　団　　体　験

家族 ．22i ．15 ．12

過去の 学校 生活 　　．2S拿 ．13 ．ユ1

現在 の 集 団 ．30’寧　　　　　．29辱． 一．08

異文化 体験 ．34± 事
　　　　　、08 ．27雰

注 ：右上 が学 生，左 下が 母親

　
塾
　p〈．05　　　

・事
　p（．01

　学生群 は ， 家族 の 影響 と過去の 学校 生活の 影響 と の

間 に の み有意な相関が 見 られた。一
方 ， 母親群 で は ，

過去の 学校生活 の 影 響 と異文化体験 の 影響 と の 間 の 相

関以外は有意で あっ た 。

　 なお ， 上 記の 4要因間 の 相 関係数 の 絶対値 の 平均を，

学生 と 母親 それ ぞ れ に つ い て求 め た と こ ろ
， 学生 群

は ．13， 母親群 は ．26で あ っ た。

　  SII得点を目的変数 と し た 重 回帰分析

　上 記の よう に ， 4要因問 に 有意 な相関関係が い くつ

か 見 られ た こ と よ り（特 に 母絹群 に 多か っ た ）， そ う し た 要

因問 の 重複度 を考慮 し て検討す るた め に
， SII得点 を

目的変数と し ， 4 要因 の 尺度得点 を説明変数 と し た 重

回帰分析 を，学生 と 母 親 そ れ ぞ れ に つ い て 行 っ た

〔TABLE 　 8）。 そ の結果 ， 学生群 と母親群共 に ， 説明率

（R2）は有意で あ っ た。学生群 で は ， 過 去の 学校生活

の 影 響 との 関連 が最 も大き く ， 異文化体験 の 影響 と関

連 す る傾向が見 ら れ た 。一方，母親群で は ， 家族 の影

響 と の み 関連す る傾 向が示 さ れ た 。

〈3） SII得点に お け る学生 と母 親 との 関連

　SII得点 に お け る親子間 の 関連 を検討 す る た め に ，

学生 とそ の母親 と の SII得点の相関係数 を求 めた と こ

ろ ， 有意な相関は見 ら れ な か っ た。

2． 相互独立 ・相互協調 的 自己観の在 り方 と状況か ら

の 要求 と の 葛藤 との 関連

　相 互独立 ・相互 協調的自己観 の 在 り方 と状況か ら の

要 求 と の葛藤 を検討 す る た め に ， SII得点 と 2 つ の状

況 に お ける葛藤 （  相 互協 調的 な行動 を 要 求され た 暁   相 互

独立 的 な 行動 を要 求 され た 時 ） の 尺 度得点 と の 相 関係 数 を ，

学生 と母親 そ れ ぞれ に つ い て 求め た。そ の 結 果， 学生

群 で は ， 相互独立的な行動 を要求 され た時 に 葛藤 を感

じ る こ と と強 い 正 の相関 （r＝．61，p〈．OOI）が 見 られ ． 相互

協調的 な行動 を要求さ れ た 時に 葛藤 を感 じる こ と と負

の 相 関 （r ＝
一．41，p〈、00D が 見 ら れ た 。

一
方，母 親群 で

も ， 相互独立 的な行動を要求さ れた時 に 葛藤 を感 じ る

こ と と正 の相関 （r ＝．35，p く．OD が 見 られ ， 相互 協調的 な

行 動 を要求 さ れ た 時 に 葛藤 を感 じ る こ とと負 の相 関

（r＝一．25、pく．05） が見 られ た。

3 ， 世代 差 の 分析 （TABLE 　9｝

（1） SII得点 の 世代差

　SII得点 の 平均値が，学生群 と母親 群 と で 異 な る か

ど うか を検討す るため に ， 対応 の ある t検定を行 っ た

と こ ろ，有意な差 は見 ら れ な か っ た。

（21 そ の 他の 尺 度得点 の 世代差

　SII得点以外 の 尺度得点に つ い て，学生群 と母親群

の 平均値 の 差 を対応 の あ る t検定で 分析 し た 。 そ の 結

果． 異文化体験 の 影響 の み に有意な差が 見られ，学生

群 の 方 が 母親群 よ りも尺度得点が 高 い こ とが示 さ れ た 。

また ． 上 記の そ れ ぞ れ の 尺度 得点に つ い て ， 学生 と そ

の 母親の相関係数 を求 めた と こ ろ．い ずれ も有意 な相

関 は見 られ なか っ た 。

考　察

1． 相互独 立 ・相互協調的 自己 観の 社会 ・文化的形成

要因に つ い て

　相関分析の結果 よ り， 学生 と母親 で は，異 な る形成

要因 が 関与 して い る こ とが 見 出され た。学生 は ， 相互
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TA 肌 E　9　 各尺度得点の 平均値 と世代差

学 生 母 親 t 値 　 　相 関 係数

SII得点
40．11　　　　40＿53　　　　

−0．40　　　　 0，00

（5．97＞　　　（5．66）

家 族 の 影響
22．30　　　　23，43　　　　

−1．58　　　　0．17

（5．40）　　　 （4．32）

　 　 　 　 　 　 　 30．22　　　　31、00　　　　
−0．88　　　　　0，07

過 去 の 学校 生活
　 　 　 　 　 　 　 （5 ，02）　　　 （5．07）

現 在 の 集団
23．18　　　　23．36　　　　

−0．22　　　　 0．05

（4 ．48）　　　 （4．54）

異 文化 体験
11．76　　　 10．工1　　　 2．82寧寧　　 0．17

（4 ，45）　　　 （4．80）

葛 藤 （相 互 協 調 　 lo．04　 　 9．51

的 行 動 を要 求 さ　 （2．55）　 　 （2．5D）

れ た 時）

1．56　　　　0．09

葛 藤 （相 互 独 立 　 　8．44　 　 8、34　 　 0．52　 　 0．10

的行 動 を 要求 さ　 （2．37｝　 （2．37）

れた 時）

注 ： （ ） 内 は標 準偏差

　
i °
　P〈，Ol

独立 ・相互協調的 自己観の 形成 に お い て ， 過去 の学校

生活 の 影響 と関連 がある こ とが 示 唆さ れ た 。

一
方，母

親 に つ い て は
， 相互独立 ・相互協調的 自己観 の 形成 は ，

家族の 影 響 と現在 の集団の 影響 と関連が あ る こ と が示

さ れ た。異文化体 験 の 影 響 は，学 生 と母親 両方 の 相 互

独立 ・相互協調的 自己観 の 形成 に関与 して い る こ と が

示唆 され た 。

　次 に 行 っ た重回帰分析 の 結果 よ り， 相互独立 ・相互

協調的自己観の 形成に 関す る 4要因の 中で ， 学生 は ，

過 去 の 学校生 活 の 影響 を 最 も受 け，次 に 異文化体験 の

影響 を受 け る こ とが示 唆 され ，

一
方 ， 母親 は ， 家族 の

影響 の み 受 け る傾 向が 示 唆 さ れ た 。

　 こ うした結果 よ り，学 生 は，相 互独立 ・相互協調 的

自己観 の 形成に お い て ， 過 去 の学校生活の 影響 をか な

り受 け る こ と が 見 出さ れ た 。 さ ら に ， 両親 をは じめ と

す る家族 の 影 響 と の 関連が薄 か っ た こ とや ， SII得点

に お い て ， 親子間に相関が 見 ら れ な か っ た こ と よ り ，

現在の 学生 は ， 相互独立 ・相互協調的 自己観の 形成 に

お い て ， 親 の 影 響 をあ ま り受 けな い こ と が考え ら れ る 。

現在所属 し て い る集団の 影響 と の 関連 は 見 られ な か っ

た が ，比 較 的 自由な環境 で ある大 学 とい う場 の特殊性

が関係 して い る こ と も考え られ る 。 し か し な が ら ， 今

回 の調査 で は ， 「こ れ まで の 学校生活」と い っ た非常 に

大 ま か な質問項 目 で あ っ た た め ， 今後 は ． よ り詳細な

カ テ ゴ リ
ーに 分 けて吟味 して い くこ とが 必 要で あ ると

思 わ れ る。

　一方 ， 母親は ， 相互独 立
・相互 協調的 自己観 の 形成

に お い て，家族 の 影響 を受 ける こ とが示 された。こ う

し た 見解は ， 家族 の影響 の 尺度得点の標準偏差の値が ，

母親 の 方 が 学生 よ りも小 さ い に もか か わ らず ， 母親 だ

け に 家 族 の 影響 と の関連 が見 ら れ た こ と か ら も裏付 け

られ よう 。 母親 の 世代 で は ， 両親 をは じめ と す る家族

が ， 人 の 社会化 に お け る 重要 な機能 を果 た して い た こ

とが 伺 え る 。 ま た ， 現在所属 し て い る集団 〔家 族 以外 ｝

の 影響 と の関連 も見 られ たが ， 被験 者 の ほとん どが フ

ル タ イ ム の職業を持 っ て い な い 主婦で ある こ とか ら ．

そ う した集団 が ど の よ うなも の で ある か は 不明瞭で あ

る 。 そ こ で ， 今後 は ，
こ うした点 を明 らか に す る必 要

が あ る と思わ れ る 。

　異文 化体験 の 影響 に つ い て は，学生 と 母親両方 に 関

連が見 られ た が ， そ の 影響は ， 学生 に強 い よ うで あっ

た。今後は，欧米在住経験の あ るも の な ど を対象 と し

た ， よ り詳細な調査 が望ま れ る 。

　箕浦 （1984 ＞は ， 異文化体験 を し た 子 ど もを対象 に し

た詳細 な分析 か ら，対 人関係領域 に 関す る そ の 文 化特

有の 意味空 間（対人 関係 の 文化 的 ル ール ）を体得す る重 要な

時期 は， 9歳 か ら 15歳前後 の 時期 で ある こ と を示 唆す

る結果を報告し ，

一
方 ， 高田 （1994） は ， 相互 独立 ・相

互協調的 自己観の 形成 に お け る青年期の 重要性 を指摘

し て い る こ と な ど か ら ， 今後 は こ うし た見地 か ら検討

して い く こ と も興味深 い 研究に な る で あろ う。

2． 相互独立 ・相互協調的自己観 の 在 り方 と状況 か ら

の 要求 と の 葛藤 と の検討

　分析 の 結果は 予想 ど お りで ，学生 も母 親 も共 に ，相

互協 調的 自己観が優勢な もの が
， 相互 独立 的行動 を求

め られ た 時に 葛藤を感 じやす く，
一

方 ， 相互独立 的自

己観が 優勢な も の が 相 互 協調的 な 行 動 を 求 め ら れ た時

に 葛藤 を感 じや す い こ とが確 認 された 。 全般 的に ， 母

親 は学生 に 比 べ ，．ヒ記の傾向が 弱 い こ とが 示 唆 さ れ た

が
， 今後 は ， 被験 者 の 職業や年齢 を詳細 に 分析 して い

くこ とが望 まれ よう 。 また ， 相互独立 ・相互協調 的自

己観 の 2側面 の 優先の さ せ 方 （相 対 的優 位 性）が ，個人 の

中 で どの 程 度
一

貫 した もの で あ るの か ， あ るい は状況

に よ っ て ど の 程度変動す る も の か ，と い っ た 問題 も，

今後，社 会 ・文化 的適応 との 関連 か ら検討 して い くべ

き重要 な課 題 とな る で あ ろ う 。

3． 世代差の 検討
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　 SII得点 の 平均値 に お い て
， 学生 と母親 と の 間に有

意 な差 が見 られな か っ た 。 こ うし た結果 は，母親世代

の 方が ， 学 生 世代 よ りも相互協調的自己観が 優勢で あ

ろ うとい う予 想 に 反す る もの で あ っ た 。 こ う し た こ と

よ り， 社会 ・文化 が変化し て い る こ と が 指摘さ れ て い

る に もか か わ らず ， 相互独立 ・相互協調 に関す る対人

関係 の 価 値観 は ， 現在に 至 る ま で あま り変わ らな い こ

と が 考え ら れ る。一
方 ， 母親群 は 時代的に は学生群 よ

り も相 互協 調的自己観が優勢で あっ て も，個人 の年齢

に よ る変化 に伴 い
， 相互 独 立 的 自己観 が 優勢で あ る よ

う に 変化 し，結 果的 に学生群 と の 差が 見 ら れ な か っ た，

とい う解釈 も考 えられ る 。 木内 （1995）に よ る，学生 と

社会人の SII得点の 比 較 に お い て も男女 と もに 有意差

が 見 られな か っ た こ と か らも，今後は，調査対象者の

年齢 を 広 げ て ， 相互 独 立 ・相 互 協 調的 自己観の発達的

な変化よ り世代差 を検 討 して い くこ と が必要 と思わ れ

る。

　 しか し な が ら ， 相互独 立 ・相互協調的自己観の形成

要因 に つ い て は ， 世代差 が見られ た 。 学生 は，過去 の

学校生 活の 影響 を受け ， 母 親は，家族 の 影 響 を受 け て

い る こ と が 示唆さ れ た。 こ うした こ とよ り ， 人格形成

に お ける家族 の 役 割 の 重要性は ， 時代 に よ っ て変化 す

る こ と も推測 さ れ た 。 SII得点 に お い て ， 親子間に相関

が 見 ら れな か っ た こ と よ り ， 現在の 学生 は，母親 の 影

響 を受 け る こ とが 少な く， む し ろ，学校 集団 の仲間た

ち の影響を受け る こ と が 推 測 された。また ， 学生 と母

親 そ れ ぞ れ に お け る 4 要因間の相関係数の絶 対値 の 平

均値が ， 学生 よ り母親の 方が 大 き く，そ の 結 果 として ，

重回帰分析 に お い て ，母親 の 方 に は ， 4要因 独 自の 影

響 を見 られ な か っ た 。 こ うした結果 よ り，母親世代 で

は ， 4 要因の 影響は重複 して お り，比 較的等質的な 社

会環境 の 中 で 人格 を形成 し て き た こ と が 推測 され る。
一

方，現 在 の 学生 は 4 要因の影響が そ れ ぞ れ独 立 して

お り ， 所属 す る そ れ ぞ れ の 集団や過去の 体験な ど か ら

異 なる働 きか けを受 け て き た こ と が考 えられ る。そ こ

で ， 今後 は世代間や友人間 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の在

り方を検討 し．相互 独立 ・相互協調的 自己観 の 形成要

因 をさ らに検討 して い く こ とが 望 まれ よう。また ， 相

互 独立 ・相互 協調的 自己 観 の 在 り方 と状況か ら の 要求

と葛藤 に お い て も， 学生 と母親に世代差が 見 られた が
，

こ う し た差 の検討 も ， 前述 し た よ う に
． 今後の 課題 で

あ ろ う 。

総合的考察

本研究 は ， 相互独 立 ・相互協調的自己観の 社会 ・文

化 的 な形成 要因， 相互独立 ・相互協調 的自己観の在 り

方 と状況か ら の 要求 との 葛藤 ， お よ び 女 子大 学生 と そ

の 母親 の 世代差を検討す る もの で あ っ た。分析の 結果

より ， 形成要因 に つ い て は，学生 は ，

“
過去 の 学 校生活

の 影響
”
を 受 け

， 他方 ， 母親 は ，

＋L
家族 の 影響

”

を受 け る

こ とが明 らか に さ れ た。しか しなが ら， 本研究 に お け

る形 成要因 の 検討 は 探索的で あ っ た ため，今後 は ， 4
つ の 形成 要因の 尺度を さ ら に 洗練 し ， 信頼性 と妥当性

を検討 して い く必要が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た，自己

観 の 2側 面 の 在 り方 と状況か ら の 要求 との 葛藤に つ い

て は ， 学生 も母親も共 に ，相互協 調的自己観が 優勢な

も の が ， 相 互 独 立的行動を要求さ れ た時 に 葛藤 を感 じ

やす く，

一
方 ， 相互独立的自己観が優勢な もの が相互

協調的行動を要求 され た時に葛藤を感 じ や す い こ とが

確認 され，相互独立 ・相互協調的自己観 とい う人格の

2側 面 と葛藤状況 と の 関連が 示 された 。 こ う し た結果

を踏 ま え ， 今後 は，社会 ・文化的適応 と の 関運 を明 ら

か に して い く こ とが望 ま れ る。
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